
≪発掘調査の概要≫

建物群東側の調査その2（纏向遺跡第183次調査）

1，はじめiこ

桜井市教育委員会では桜井市大字辻56番1において纏向遺跡第183次調査を実施しました。この調査

は平成20年度から行われている範囲確認調査の9回目の調査となります。今回も土地所有者や地元関

係者の方々から多大なるご協力をいただきました。この場を借りて御礼申し上げます。

さて、今回の調査の目的は、これまでの範囲確認調査で検出した、庄内3式期以前（3世紀中頃以

前）の計画性が高い建物群（建物B・C・D）よりも東側の遺構の状況を確認することです。建物群の東

側を調査するのは2回目で、1回目は平成25年度に実施した第180次調査です。第180次調査は第183次

調査地の西隣です。

出土遺物の整理作業を経ていないため、現時点で各遺構の厳密な時期決定を行うことは困難ですが、

調査段階での所見に基づいて解説したいと思います。調査期間は平成26年10月27日から平成27年2月

6日の約3ケ月で、調査面積は214品です。
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写真1　これまでの調査地と今回の調査地の位置（上が北）
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と。検出された遺構と遺物

調査地は奈良盆地の縁辺部、大和高原の麓にある東西に細長い微高地（太田北微高地）上にあり、JR

桜井線の巻向駅の北東に所在します。微高地の南北l三は古いJIIの跡があり、比高差2m程度の谷を形

成しています。調査地は現況で水田となっており、標高は約75．3mです。東西約10．0m、南北約20．0m

の調査区を設定しています。遺構検出面は浅く約74．9mです。線路の西側より遺構検出面は約0．6m高

くなっています。

これまでの範囲確認調査では、第162次調査地や第166次調査地を中l軌こ、複数時期の遺構面が存在

することが確認されています。しかし東に行けば行くほど上部の遺構面を構成する整地層や包含層が

薄くなり、第180次調査地では整地層は確認されていません。第183次調査も同様でした。そのため遺

構は地山面で検出しています。ただし、遺構が多い点は第162次調査地や第166次調査地とよく似てい

ます。時期の分からない柱穴も多いですが、出土遺物の大半は3世紀から4世紀（庄内式期から布留

式期）のものであることから、多くの遺構が3世紀から4世紀のものと考えられます。主要な遺構と

しては1棟の建物と溝、土抗を検出しています。以下では主な遺構について見て行きましょう。

（1）建物

建物［調査区の南半で検出した小規模な掘立柱建物です。

中央に柱のない側桂建物で、東西2問（約4．4m）、南北2間

（約4．4m）の平面正方形となります。一辺約0．6－0．8mの長

方形の柱穴で構成されており、複数の柱穴で、柱を抜き取

った痕跡が認められます。柱抜取痕跡から柱の太さは約

0．2m前後と推定できます。

また、建物［の南北i三は一辺約0．4－0．5mの長方形柱穴

が建物［Iこ平行して東西iこ並んでいました。これは建物に

関連する柱列の可能性があります。

建物［は他の遺構との切り合い関係から、布留0式期（3

世紀後半）に作られ、壊された建物と考えられます。これ

まで見つかっている大型建物を含む建物群（建物B、C、D）

よりも新しい時期の建物と言えるでしょう。方位は真北iこ

対し約7－80東Iこ傾いています。この方位は建物［の北約

11．2mを通る東西溝SD－1006とよく似ています。

（2）溝
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写真4　SD－1006（北西から）
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写真2　調査区全景（北西から）
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写真3　建物H（北西から）

東西溝SD－1006　調査区北側で検出した東西溝で、第180次

調査の続きを検出しました。幅約1．5m、深さ約0．7m、長さ

21．5m以上をはかります。

溝は調査区外の東西に続いていきます。出土した土器か

ら布留0式期（3世紀後半）に埋没したものと考えられます。

建物［とこの溝は平行し、出土土器の時期も近いことから両

者は共存する可能性があります。


